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　３月１日，とよまつ保育所でひな祭りを

しました。子どもたちはひな祭りの由来な

どについて学んだ後，ひなあられを食べた

り，歌を歌ったりしてお祝いをしました。

みんなでひな祭り！

今月の表紙

3
月号

2019年

広報
No.173

人と自然が輝く高原のまち Jinsekikogen Public Relations

CONTENTS

❺TOPICS&NEWS

❹食育ミニ知識
地域おこし協力隊活動だより

❸
子育て世代
包括支援センター にじいろ
町長に皆さまの声をお聞かせ
ください

❷広島県議会議員一般選挙投票日 町からのお知らせ
災害復旧工事を進めています 他 �

�行事カレンダー

バスケットニュース
消費生活相談窓口から �

図書館だより
保健福祉センターだより �
暮らし広場 �
Happy Birthday
神石高原町生き活きネットワーク �

油木高校ジャーナル / え～の～通信 �

❻農業委員会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の 広島県議会議員一般選挙

の 

 広島県議会議員一般選挙が，平成 31 年 4 月 7 日に執行

されます。 
 選挙は，政治に自分の意思を反映させることのできる唯

一の手段です。候補者の政策や意見をよく見・よく聞き・

よく考えて，貴重な一票を投じましょう。 
 また，良識を持って明るい選挙を行いましょう。 

投票日当日  

◆投票時間 午前７時～午後７時 
 
◆投票場所 投票場所は，投票所入場券に記載 
      の投票所 

期日前投票  

!!ご注意ください !!  

期日前投票所ごとに開設日時が違います！ 

３ない運動 
◎政治家は有権者に寄附を 

     贈らない！ 
◎有権者は政治家に寄附を 

     求めない！ 
◎政治家から有権者への寄附は 

     受けとらない！ 

◆三和期日前投票所（神石高原町役場本庁） 
・期間 3 月 30 日(土)～4 月 6 日(土) 
・時間 毎日 午前８時３０分～午後８時 

 
◆油木･神石･豊松期日前投票所（各支所） 
・期間 4 月 3 日(水)～4 月 6 日(土)   
・時間 毎日 午前８時３０分～午後７時  

         ●詳しくは 
            神石高原町選挙管理委員会へお尋ねください 

神石高原町選挙管理委員会・神石高原町明るい選挙推進協議会  

☎0847-89-3330
 

 投票日当日，仕事や旅行などで投票に行けない方は，本
庁・各支所の期日前投票所のどこでも，期日前投票を行う
ことができます。 
※投票所入場券が届いていない場合でも，投票すること
ができます。詳しくは，選挙管理委員会へおたずねくだ
さい。 

 

開  票  

◆時 間 午後８時３０分～ 
◆場 所 三和協働支援センター（旧三和公民館） 

開票結果については，告知放送，町のホームペー
ジでお知らせします。 

選挙日程  

◆ 3 月 28 日(木)   
◆ 3 月 29 日(金)   
◆ 3 月 30 日(土)   

           
◆ 4 月 3 日 (水 )   

  
       

◆ 4 月 6 日 (土 )   
◆ 4 月 7 日 (日 )   

投票のしかた  

１ 投票所入場券を持って，指定の投票所に行きま
しょう。 

２ 投票所で入場券と引き換えに投票用紙をもらい

ます。 

 （投票用紙は，白色の用紙に黒色のインクで印刷

してあります） 

３ 投票用紙に候補者の氏名を記載してください。 

４ 投票箱に投票用紙を入れて，完了です。 

選挙人名簿登録基準日・登録日  
選挙期日告示日 
三和期日前投票所開設 
不在者投票の受付開始 
油木・神石・豊松期日前投票所開設  
郵便投票による不在者投票用紙等  
請求期限  
期日前投票最終日  
選挙期日 (投票日 ) 
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しょう。 
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「一票を投じる背中　おとなだね。」
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【お問い合わせ先】政策企画課　☎89-3351

町長に皆さまの声をお聞かせください

　平成31年度より２カ月に１度，奇数月に町長が地域を回り，住民の方から直接お話を伺う
「よしのりのおでかけ町長室」を実施します。より多くの方の声を聴くことで，町政を身近に
感じていただき，町の“ええところ”をたくさん発見・発信することを目的としています。
　ぜひ皆さまのお話をお聞かせください！

　平成31年度は２カ月に１度，偶数月に町長室開
放日，支所においては移動町長室を設けます。住民
の皆さまの地域に対する思いや政策提案，グル―プ
の活動内容など，さまざまな声をお聞かせください。
（開催１週間前までにお申し込みください。）

 パパとママのためのマタニティー教室
　妊婦さんはもちろん，家族や周囲の人が健やかな
赤ちゃんの成長を見守るための知識を学びます。
（要予約）
日時：４月４日（木）午前９時30分〜11時30分
場所：三和共同福祉施設

 乳児健診（平成30年３・６・９・12月生）
　該当の子どもさんに通知をします。
日時：４月４日（木）午後１時〜
場所：三和協働支援センター

 妊産婦個別相談
　助産師・保健師が妊娠中のこと，授乳のことなど
個別に相談に応じます。ご家族どなたでもご参加く
ださい。（要予約）
日時：４月11日（木）午後１時30分〜４時
　　　４月18日（木）午前９時〜お昼12時
　　　４月25日（木）午前９時〜お昼12時
　　　　　　　　　　午後１時30分〜４時
場所：三和共同福祉施設

 にじいろ育児相談（グループ相談）
　生後０〜12カ月までの赤ちゃんとママや家族
が対象です。育児のことなどお気軽にご相談く
ださい。（要予約）
日時：４月18日（木）午後１時30分〜３時30分
場所：三和協働支援センター

 よちよち教室
　１歳〜２歳までのお子さんを対象に，親子・
家族が成長できる体験型教室です。（要予約）
日時：４月23日（火）
　　　午前10時〜11時30分
場所：小畠交流会館

【お問い合わせ先】子育て世代包括支援センターにじいろ 保健課子育て支援係　☎89-3368

〜神石高原町版ネウボラ〜 ４月
行事予定子育て世代包括支援センター にじいろ

　保健師・助産師が30分から１時間程度お話を伺いなが
ら「子育て応援プラン」を作ります。安心して出産を迎え
られるよう一緒に考えていきましょう。
　ゆっくりお話を伺うためにも，事前にご連絡ください。

母子健康手帳の交付窓口は，
子育て世代包括支援センターにじいろです!!

平成30年度の開催の様子

は町長が皆さまのもとへ伺います！奇数月

の25日は「ようこそ町長室へ！」偶数月
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神石高原町食育推進ネットワーク協議会　食生活改善部会

作ってみましょう！ちらし寿司
毎月19日は食育の日食育

ミニ知識

そ の 65

地
域
お
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力
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彦

毎
週
自
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的
に
練
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を
重
ね
て

お
り
、
今

後
の
展
開

が
楽
し
み

で
す
。
町

に
対
す
る

貢
献
活
動

を
行
う
高

校
生
の
姿

か
ら
見
え

る
も
の
は
、

町
の
明
る

い
未
来
で
す
。

　
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
技
術
な
ど
の
最
先

端
技
術
の
利
活
用
は
，
災
害
対
応
や
生

活
支
援
な
ど
町
内
で
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
上
豊
松
の
民
家
を
オ
フ
ィ
ス

と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
分
野
に
と
ど
ま
ら

ず
、
先
端
的
な
技
術
を
持
っ
て
町
に
関

わ
ろ
う
と
い
う
首
都
圏
の
企
業
３
社
に

町
内
で
就
業
を
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
町
で
出
会
っ
た
方
々
、
こ
れ
か

ら
出
会
う
方
々
に
も
、
改
め
て
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。
今
後
に
つ

い
て
も
、
こ
の
町
で
得
た
経
験
や
つ
な

が
り
と
い
う
財
産
を
も
と
に
、
さ
ら
に

こ
の
町
に
貢
献
す
る
雇
用
の
場
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
挑
戦
の
ま
ち
神
石
高
原
町
」で
、

１
年
半
の
協
力
隊
活
動
を
終
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
過
疎
化
の
進
む
中
山
間
地
域

と
い
う
環
境
の
中
で
、
こ
の
町
は「
挑

戦
・
協
働
・
自
律
」す
る
素
晴
ら
し
い

風
土
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
は
、「
油
木
高

校
を
中
心
と
し
た
自
主
的
な
ド
ロ
ー
ン

講
習
団
体
づ
く
り
」「
地
域
内
で
の
ド

ロ
ー
ン
研
究
組
織
づ
く
り
」「
町
外
企

業
の
拠
点
づ
く
り
」を
中
心
に
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
が
相
互
に
効
果
を
生

み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
町
内
外
で
の
専
門
家
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
油
木
高
校

生
が
自
主
的
に
大
学
や
企
業
か
ら
支

援
を
受
け
て

活
動
す
る
任

意
団
体「
油

木
高
校
生
が

つ
く
る
ド

ロ
ー
ン
ア
カ

デ
ミ
ー
」は
、

昨
年
11
月
の

発
足
以
降
、

栄養価（１人分あたり）
エネルギー　525kcal
たんぱく質　7.6g
食塩相当量　1.3g

作り方
ご飯を炊く
　①　炊飯器にといだ米を入れ，水，酒，昆布をのせて炊飯する。
寿司具を作る
　②　�ごぼう，人参，たけのこ，戻した干し椎茸，戻したかんぴょう

を千切りにする。
　③　�②の具を小鍋に入れてだし汁（干し椎茸の戻し汁でも可）をひ

たひたに入れ，Ⓐの調味料で汁気がなくなるまで煮含める。
　④　白ごまはフライパンで炒って香りをだす。
　⑤　�えびは殻ごとゆでた後，殻をむき，観音開きにして酢（分量外）

に10分つけてざるにうちあげておく。
すし酢を作る
　⑥　�鍋にすし酢の調味料をいれ，火にかけて手早く砂糖を煮溶かす。

（煮すぎると酢がとぶのでさっと）

酢飯を作る
　⑦　�①の炊き上がったご飯に⑥のすし酢を入れてうちわであおぎな

がら切るように混ぜる。
　⑧　�⑦の酢飯に③④の具の汁気をきってから混ぜ合わせ，冷まして

おく。
飾り付けの具
　⑨　卵は薄焼きにして細く切り，錦糸卵にする。
　⑩　�大葉は千切りにして水にさらし，盛り付けの時に水気を切る。
盛り付け
　⑪　�⑧のすし飯に錦糸卵⇒あなご⇒えび⇒大葉の順に飾り付けて出

来上がり。

材料（４人分）
精白米………………………………… 350g
水……………………………………… 425g
酒………………………………… 大さじ１杯
昆布………………………………… ８㎝程度
　　酢…………………………… 大さじ５杯
　　砂糖………………………… 大さじ７杯
　　食塩………………………………… ４g
ごぼう…………………………………… 30g
人参……………………………………… 30g
たけのこ（水煮可）� …………………… 30g
干し椎茸………………………………… ４g
かんぴょう（乾）� ……………………… ４g
　　だし汁または干し椎茸の戻し汁… 適量
　　砂糖……………………… 小さじ１杯強
　　濃口しょうゆ………… 小さじ２/３杯

白ごま…………………………… 小さじ１杯
えび……………………………………… ８尾
あなご（蒲焼）� ………………………… 60g
錦糸卵………………………………… ２個分
大葉……………………………………… ４枚

塩分の少ないちらし寿司にしてみました。
塩分の少ない代わりに砂糖の甘味で薄味
を補っているので，物足りなさを感じずに
おいしく食べていただけますよ！ちなみに
市販のちらし寿司の素の塩分量は１人前
1.6g〜３gとしっかり味がついているよう
で，さらにお寿司の上に飾り付ける具を足
すと，もう少し塩分が増えます。手づくり
ちらし寿司，ぜひお試しください。

す
し
酢

Ⓐ

上の飾りの具は小さめに切って
パラパラと散らしてもいいですよ！
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トピックス＆ニュース

来
見
小
学
校
の
児
童
が
町
の
未
来
を
考
え
る

三
和
小
学
校
の
児
童
が
町
の
魅
力
を
伝
え
る

神
石
牛
で
カ
ー
プ
を
激
励
！

妊
娠
を
望
む
ご
夫
婦
を
支
援
　
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結

　
２
月
17
日
、
入
江
町
長
と
豊
と
ま
と
生

産
出
荷
組
合
・
神
石
高
原
町
和
牛
改
良
組

合
の
井
上
組
合
長
が
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ

の
沖
縄
キ
ャ
ン
プ
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
球
団
に
は
町
の
Ｐ
Ｒ
や
油
木
高
校
の
ナ

マ
ズ
料
理
販
売
な
ど
で
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。感
謝
を
込
め
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｎ（
神
）プ
レ
ミ
ア
ム
認
定
品
で
あ

る「
神
石
牛
」35
㎏
の
贈
呈
を
行
い
、
35

年
ぶ
り
の
日
本
一
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と

激
励
し
ま
し
た
。

　
３
月
３
日
、
三
和
小
学
校
の
３・
４・
５・
６
年
生
が
道

の
駅
さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
地
域
の
特
産
品

を
使
っ
た
商
品
を
販
売
し
ま
し
た
。
こ
の
販
売
会
は
、
児

童
た
ち
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
町
の
産
業
に
つ
い

て
学
ぶ
中
で
、「
町
の
い
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

町
の
手
助
け
を
し
た
い
！
」と
い
う
思
い
で
計
画
し
た

も
の
で
す
。
児
童
た
ち
は
地
域
の
方

と
話
し
合
い
な
が
ら
商
品
を
開
発
し
、

イ
ベ
ン
ト
の
広
告
は
６
年
生
の
児
童
が
作
成
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
神
石
高
原
町
産
の
こ
ん
に
ゃ
く
、
米
粉
、
そ
ば
粉
、

神
石
牛
な
ど
を
使
っ
た
商
品
を
販
売
し
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

商
品
は
見
事
に
完
売
。
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
は「
お
い
し
い
！
」

と
絶
賛
す
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
神
石
高
原
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し

た
い
と
い
う
児
童
た
ち
の
思
い
が
実
っ
た
販
売
会
で
し
た
。

　
２
月
27
日
、
来
見
小
学
校
の
５・
６
年
生
が
三
和
協

働
支
援
セ
ン
タ
ー
で
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
昨
年
７
月
に
役
場

職
員
か
ら
町
の
歴
史
や
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の

課
題
を
学
び
、
そ
の
後
自
分
た
ち
で
地
域
の
課
題
を

発
掘
し
て
掘
り
下
げ
、
よ
り
住
み
よ
い
町
に
す
る
た

め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
５
年
生
11
人
は
３
班
に
分
か
れ「
ご

み
の
な
い
町
」「
安
全
な
町
」「
お
年
寄

り
が
元
気
に
な
る
料
理
レ
シ
ピ
」と
い

う
テ
ー
マ
で
発
表
し
、
６
年
生
８
人
は
長
さ
約
３
ｍ
の
巨
大
年
表
に

三
和
地
域
の
歴
史
を
ま
と
め
、
歴
史
の
場
面
を
想
像
し
た
寸
劇
で
再

現
を
交
え
て
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
町
の
未
来
を

考
え
る
児
童
た
ち
の
思
い
が
伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。

左から 井上組合長，松田オーナー，入江町長

　
２
月
26
日
、
神
石
高
原
町
と
パ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
株
式
会
社（
東
京
都
）と
の
連
携・

協
力
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。パ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
株
式
会
社
で
は
、

パスクリエイト株式会社代表取締役社長
飯原崇暁氏（左）と入江町長

子
ど
も
を
授
か
り
た
い
ご
夫
婦
を
支
援

す
る
た
め
に
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
販
売
な

ど
の
事
業
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
、

町
が
募
集
す
る
子
育
て
応
援
店
へ
の
応

募
を
き
っ
か
け
に
、
子
育
て
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
本
町
と
の
協
定
締
結
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
パ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
株
式
会

社
の
協
力
を
得
て
、
不
妊
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
や
情
報
の
発
信
な
ど
で
、

妊
娠
を
望
む
ご
夫
婦
を
支
援
し
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
の
不
妊
に
関
す

る
悩
み
が
解
消
し
、
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど

も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

5 2019  ３月号



輝 き神 石 高 原 農 委 12号

12号

輝
き

農
業
委
員
会
だ
よ
り

神
石
高
原
農
委

④�　
大
規
模
な
災
害
を
受
け
た
圃
場
に
つ
い
て
、
隣

接
し
た
部
分（
農
地
以
外
も
含
め
）の
区
画
整
理

（
基
盤
整
備
）の
実
施

２�

．
株
式
会
社
神
石
高
原
農
業
公
社
の
体
制
強
化
に

つ
い
て

　
農
家
の
高
齢
化
と
、
農
業
機
械
へ
の
過
大
投
資
の

懸
念
か
ら
機
械
の
更
新
を
行
な
わ
ず
、
機
械
作
業
の

委
託
を
希
望
す
る
農
家
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
反
面
、
作
業
受
託
者
が
少
な
く
、
離
農
を
選
択

せ
ざ
る
を
得
な
い
農
家
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
お
り

ま
す
。小
規
模
農
家
の
農
業
継
続
を
支
援
す
る
た
め
、

農
業
公
社
の
作
業
受
託
事
業
の
体
制
強
化
を
検
討
願

い
た
い
。

　
ま
た
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
の
た
め
、
貸
付
希

望
農
地
を
活
用
し
て
稲
作
な
ど
の
耕
作
を
行
う
、
直

営
農
業
事
業
の
拡
大
を
検
討
願
い
た
い
。

３
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
農
業
参
入
に
つ
い
て

　

今
後
、
農
業
に
特
化
し
た
隊
員
の
募
集
を
行
い
、

新
た
な
農
業
産
品
の
発
掘
や
、
集
落
法
人
の
継
承
・

農
業
へ
の
参
入
を
行
う
人
材
育
成
な
ど
、
農
地
の
活

用
や
農
業
お
よ
び
集
落
の
活
性
化
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

４
．
農
業
委
員
会
の
事
務
局
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
農
地
の
適
正
化
の
推
進
お
よ
び
荒
廃
農
地
の
確
認

業
務
の
た
め
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
配
置
い
た
だ

い
て
い
る
臨
時
職
員（
町
職
員
Ｏ
Ｂ
）５
名
を
、
平

成
31
年
度
も
引
き
続
き
現
状
体
制
で
配
置
を
願
い
た

い
。

平
成
31
年
度
農
地
等
利
用
最
適
化

推
進
に
関
す
る
施
策
提
案
書
を
提
出

　
平
成
30
年
12
月
13
日
、佐
伯
知
省
会
長
を
は
じ
め
、

伊
勢
村
正
治
会
長
職
務
代
理
、
農
業
委
員
地
区
代
表

お
よ
び
事
務
局
で
、
入
江
嘉
則
町
長
と
松
本
彰
夫
町

議
会
議
長
に「
平
成
31
年
度
農
地
等
利
用
最
適
化
推

進
に
関
す
る
施
策
提
案
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
法
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
は
、「
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」に
関
す
る
施
策
の

改
善
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
意
見
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
、
行
政
庁
な
ど
に
提
案
す
る
も
の
で
す
。

平
成
31
年
度
農
地
等
利
用

　
　

最
適
化
推
進
に
関
す
る

施
策
提
案
項
目

１�

．
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
対
す
る
復
旧
支
援

に
つ
い
て

　
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
、農
地
へ
の
土
砂
の
流
入
、

水
路
・
井
堰
お
よ
び
農
道
の
破
損
、
法
面
の
崩
壊
、

河
川
へ
の
流
入
土
砂
の
堆
積
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
修
復
に
か
か
る
作
業

や
費
用
の
負
担
は
非
常
に
重
く
、
離
農
や
耕
作
放
棄

の
増
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。営
農
の
継
続
に
向
け
て
、

次
の
施
策
を
求
め
ま
す
。

①�　
国
庫
補
助
事
業
な
ど
を
活
用
し
速
や
か
な
復
旧

工
事
の
実
施

　

�　
農
家
な
ど
が
自
ら
行
う
小
規
模
の
被
災
農
地
・

用
排
水
路
・
農
道
な
ど
の
補
修
へ
の
大
幅
な
支
援

対
策
の
実
施

②�　
河
川
の
堆
積
土
砂
の
早
期
除
去（
二
次
災
害
発

生
防
止
対
策
）

③　
法
面
崩
壊
箇
所
の
早
期
復
旧
工
事

左から 伊勢村春行委員，美田委員，佐伯会長，入江町長，
松本議長，伊勢村正治会長職務代理
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今
年
も
神
石
高
原
町
農
業
委
員
会
で
は
、
９
月
か
ら
11
月
の
３
カ

月
間
で
、
農
業
委
員
14
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
14
名
で
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
町
内
全
農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
と
75
歳
以
上
の
経
営

主
を
対
象
に
し
た
今
後
の
農
地
活
用
に
つ
い
て
意
向
確
認
を
行
い
ま

し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
町
内
全
体
で
５
５
０
筆
３
９
１
，９
５
５
㎡
も
の

農
地
が
農
地
と
し
て
利
用
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
、
非
農
地
認
定
の

対
象
と
し
て
農
地
か
ら
除
外
を
す
る
手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
意
向
確
認
の
結
果
も
踏
ま
え
、
離
農
し
た
い
と
答

え
た
農
地
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
地
域
で
農
地
を
ま
と
め
て
中
間
管
理
機
構
な
ど
に
貸
借
す
る「
人・

農
地
プ
ラ
ン
」や
法
人
化
・
後
継
者
育
成
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法

を
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
け
れ
ば
、
き
っ
と
農

地
の
荒
廃
を
防
げ
る
は
ず
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
貸
借

や
譲
渡
・
売
買
・
集
積
な
ど
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。「
農
地
を
守
る
」

「
地
権
者
を
守
る
」「
地
域
を
守
る
」

の
精
神
を
も
っ
て
、
神
石
高
原
町
の

里
山
風
景
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
歩

ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　（
平
成
30
年
度
の
）農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
７
月
豪
雨
の
災
害

で
無
残
な
形
で
取
り
残
さ
れ
て
い
る
農
地

を
２
〜
３
カ
所
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
度
ほ
ど
の
非
農
地
は

見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
多
少
の
安

堵
感
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

空
き
家
が
目
立
ち
担
い
手
の
い
な
い
地
域

で
は
、
農
機
具
な
ど
の
影
響
も
あ
り
小
規

模
の
田
畑
は
耕
し
に
く
く
非
農
地
は
増
し

て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
畑
は
草
刈
り
の

み
の
管
理
で
維
持
し
て
い
る
所
が
多
く
、

草
刈
り
が
で
き
な
い
農
地
は
荒
れ
放
題
で

原
野
ま
た
は
山
へ
と
帰
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
所
と
し

て
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
圃
場
整
備
の
田
は
耕
作
地
と
し

て
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
が
法
人
な
ど
に
貸
し
付
け
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。
し
か
し
、
若

者
が
少
な
く
、
所
有
者
が
高
齢
で

後
継
者
に
任
せ
た
い
と
い
う
農
家

で
も
、
そ
の
後
継
者
が
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
い
な
い
現
状
で
は
、
今
後
、
こ
れ
ら

の
農
地
も
い
つ
ま
で
耕
作
で
き
る
の
か
不

安
は
拭
え
ま
せ
ん
。

　
農
地
の
有
効
活
用
策
と
し
て
、
特
産
品

の
ト
マ
ト
・
ぶ
ど
う
・
米
・
野
菜
な
ど
の

栽
培
や
大
規
模
化
農
業
に
変
え
る
体
制
づ

く
り
、
人
手
不
足
を
解
消
す
る
方
策
な
ど

を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
に

も
棚
田
を
活
用
し
て
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
す

る
取
り
組
み
な
ど
、
新
し
い
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
や
様
々
な
方
向
を
模
索
し

て
、
非
農
地
の
認
定
が
少
な
く
な
る
状
況

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
業
委
員

会
と
皆
さ
ん
の
英
知
と
行
動
で
神
石
高
原

町
の
農
業
の
存
在
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
農
地
利
用
状
況
調
査
）の
実
施

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
後
記
　
〜
山
里
に
は
遊
休
地
が
増
す
〜

�

農
業
委
員
　
小
坂
　
貢
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農
業
委
員
会
で
は
、
一
般
社
団
法

人
広
島
県
農
業
会
議
の
協
力
を
得

て
、
毎
年
農
業
者
年
金
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
お
り
、
農
業
に
従
事
し
て
い

る
60
才
未
満
の
農
業
者
が
加
入
の
対

象
者
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
も
２
月
１
日
に
、「
保
険
料

の
増
額
を
検
討
し
て
い
る
人
」や「
保

険
料
納
付
が
終
了
間
近
な
60
才
未
満

の
人
」な
ど
を
対
象
に
相
談
会
を
開

催
し
、色
々
な
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

　
毎
年
１
月
下
旬
に
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
県
北
ネ
ッ
ト
」が
、
昨
年
２
月
２
日

に
発
足
し
ま
し
た
。
三
次
市
と
庄
原
市
の

女
性
委
員
か
ら
、
交
流
会
を
持
と
う
と
提

案
が
あ
り
、
神
石
高
原
町
も「
県
北
同
志

の
仲
間
」と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
発
足
会
に
は
、
女
性
委
員
15
名
が
参
加

し
、
自
己
紹
介
の
後
代
表
を
決
定
し
、
３

市
町
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ

い
て
発
表
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
質
疑
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。「
女
性
委
員
に
何
が
出

来
る
か
？
何
を
す
れ
ば
い
い
か
？
」を
模

索
し
て
い
く
こ
と
を
話
し
合
い
、
今
後
の

方
向
と
活
動
を
決
め
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
の
活
動
と
し
て
、
２
月
26
日

に
庄
原
実
業
高
校
の
生
徒
さ
ん
と「
お
こ

め
ん
」（
お
米
を
主
原
料
と
し
た
麺
）を

使
っ
た
新
作
レ
シ
ピ
の
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
４
品
と
も
、と
て
も
美
味
し
く
で
き
、

お
や
つ
と
し
て
ギ
ョ
ー
ザ
の
皮
に
こ
ん

に
ゃ
く
と
あ
ん
こ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ジ
ャ
ム

を
入
れ
て
油
で
揚
げ
た
お
菓
子
も
作
り
、

楽
し
く
頂
き
な
が
ら
歓
談
を
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
庄
原
実
業
高
校
の
生
徒
さ
ん
の

レ
シ
ピ
の
考
案
が
楽
し
み
で
す
。

　
６
月
19
日
に
は
、
神
石
高
原
町
で
、
同

僚
女
性
委
員
の
好
意
に
甘
え
神
石
牛
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
い
ち
ご
大

福
と
熊
笹
茶
を
研
修
会
で
頂
き
な
が
ら

「
合
同
の
方
向
」を
決
め
る
た
め
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
出
し
合
い「
少
し
ず
つ
前
を

向
い
て
歩
こ
う
」と
い
う
事
を
話
し
ま
し

た
。

　
11
月
の
研
修
会
で
は
、
今
増
え
つ
つ
あ

る
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
伴
う
問
題
点
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、「
将
来
の
老
朽
化
・

災
害
時
の
対
応
が
不
安
」、「
荒
廃
農
地

へ
の
設
置
で
所
有
者
と
の
連
絡
が
取
り
づ

ら
い
」な
ど
の
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
２
月
21
日
の
農
業
委
員
会
女
性
委

員
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
後
に
は
、
大
豆
を

使
っ
た
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

食
事
を
し
な
が
ら
の
話
し
合
い
の
中
、

「
推
進
委
員
さ
ん
の
仕
事
・
役
割
が
不
明

確
」な
ど
の
意
見
も
あ
り「
他
の
所
は
ど

う
し
て
い
る
の
？
」と
意
見
交
換
が
さ
れ

「
推
進
委
員
さ
ん
に
発
言
権
が
な
い
事
で
、

自
信
が
持
て
な
い
」と
い
う
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
修
会
と
交
流
を
通
じ
て

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
地
元
の
農
業

を
守
っ
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
を
共
有
で

き
、
少
し
ず
つ
前
に
向
い
て
進
ん
で
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
相
談
会

女
性
農
業
委
員
の
活
動
紹
介

「県北ネット」の女性委員

「おこめん」メニュー
①揚げおこめんあんかけ
②比婆牛と小松菜のすき焼き風おこめん
③おろしおこめん
④イノシシの薫製入りおこめんラーメン

「大豆料理」メニュー
①枝豆大豆ごはん　②大豆コロッケ
③大豆お焼き　　　④ご汁
⑤大豆かりんとう
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※詳しくは，JA窓口または農業委員会（☎89－3350）にご相談ください。
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総　

務　

課�

☎
８
９-

３
３
３
０

建　

設　

課�

☎
８
９-

３
３
３
８

▼�

神
石
高
原
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
神
石
高
原
町
で
は
、
防
災
、
防
犯
、
気
象
、
子
育
て
、
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
、
町

か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
方
不
明
者
な
ど
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
簡
単
に
登
録
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
登
録
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
登
録
用
ア
ド
レ
ス
に
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
！

　
○
登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

jinseki@
xpressm

ail.jp

　
◆
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
手
で
き
ま
す
。

　
　
※
読
み
取
り
ア
プ
リ
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
返
信
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
入
力
す
る
！

●
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課　
☎
８
９
‐
３
３
３
０

▼�
災
害
復
旧
工
事
を

　
進
め
て
い
ま
す

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
で
被
災
し
た
道
路
や
宅

地
な
ど
の
復
旧
工
事
が
、

町
内
各
地
で
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
早
期

復
旧
に
努
め
ま
す
。

　３月３日（日），豊松方面隊第１分団第１部（上
豊松）所属の消防ポンプ自動車が更新，配備され
ました。最新のポンプおよび資機材を搭載してお
り，消防団活動の基幹車両として活躍が期待され
ます。

▶豊松方面隊に消防ポンプ自動車配備

町道　飯山線

町道　中郡重入線

町道　野呂猪子田線

町からのお知らせ
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総　

務　

課�

☎
８
９-

３
３
３
０

政
策
企
画
課�

☎
８
９-

３
３
５
１

▼�
新
平
谷
住
宅
用
地
分
譲
の
お
知
ら
せ

Ｐ
１

１
 

町
か

ら
の

お
知

ら
せ

 
総

務
課

 
☎

８
９

-３
３

３
０

 
 新

平
谷

住
宅

用
地

分
譲

の
お

知
ら

せ
 

町
の

少
子

化
対

策
と

し
て

、
上

豊
松

の
新

平
谷

住
宅

用
地

を
子

育
て

世
帯

向
け

に
分

譲
し

ま
す

。
 

希
望

者
の

募
集

は
４

月
１

日
か

ら
受

付
の

予
定

で
、

分
譲

に
あ

た
っ

て
は

、
 

 
◯

現
在

町
外

へ
住

民
票

が
あ

る
方

 
 

◯
契

約
後

、
３

年
以

内
に

住
宅

を
建

築
し

入
居

で
き

る
方

 
◯

入
居

時
点

で
、

小
学

生
以

下
の

児
童

が
い

る
方

 
な

ど
の

条
件

を
満

た
す

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 
 

詳
細

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

へ
掲

載
し

ま
す

の
で

、
ご

親
族

や
知

人
な

ど
神

石
高

原
町

で
の

生
活

を
希

望
さ

れ
る

方
に

ぜ
ひ

ご
周

知
く

だ
さ

い
。

 
 分

譲
区

画
数

 
５

区
画

 
分

譲
面

積
 

 
２

３
９

㎡
（

約
７

２
坪

）
３

区
画

 
 

 
 

 
 

 
４

１
３

㎡
（

約
１

２
５

坪
）

２
区

画
 

分
譲

価
格

 
 

１
坪

あ
た

り
８

円
 

（
面

積
は

若
干

変
動

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
）

 
お

問
い

合
わ

せ
先

 
総

務
課

 行
財

政
係

 ☎
８

９
-３

３
３

０
 

 
とよまつ保育所まで 750ｍ 

豊松小学校まで 1.1Km 

　
町
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
上
豊
松
の
新
平
谷
住
宅
用
地
を
子
育
て
世
帯
向
け

に
分
譲
し
ま
す
。

　
希
望
者
の
募
集
は
４
月
１
日
か
ら
受
付
の
予
定
で
、
分
譲
に
あ
た
っ
て
は
、

◯
子
育
て
世
帯
の
方
（
満
12
歳
以
下
の
子
を
扶
養
す
る
方
）

◯
購
入
申
し
込
み
時
点
で
、
１
年
以
上
町
外
へ
居
住
し
て
い
る
方

◯
購
入
後
、
３
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
し
、
入
居
さ
れ
る
方
（
世
帯
全
員
）

○
住
宅
建
築
後
、
10
年
以
上
定
住
す
る
方

な
ど
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
親
族
や
知
人
な
ど

神
石
高
原
町
で
の
生
活
を
希
望
さ
れ
る
方
に
ぜ
ひ
ご
周
知
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課�

行
財
政
係　
☎
８
９
‐
３
３
３
０

分
譲
区
画
数

�

５
区
画

分
譲
面
積

　
２
３
９
㎡

　
（
約
７
２
坪
）

�

３
区
画

　
４
１
３
㎡

　
（
約
１
２
５
坪
）

�

２
区
画

分
譲
価
格

　
１
坪
あ
た
り

�

８
円

（
面
積
は
若
干
変
動
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　町では，新庁舎の建物の配置や構造，基本的なレイアウトなどについて，基本方針・コンセ
プトにより設計を進め，平成31年度から詳細な検討を行う実施設計に着手します。基本設計
完了後には，詳細について町ホームページに掲載する予定です。

▶新庁舎建設事業⑦　新庁舎の基本設計を進めています

〈基本方針・コンセプト〉 『町内産木材の活用』
１階の町民ロビーおよび会議スペースに町内産木材を用いた間
仕切壁を設け仕上材としても利用し，また議場の内装材や，別
棟となる倉庫などの建物の構造材にも木材を利用し，町内産木
材や地域に流通する木材を最大限に活用します。

『機能的で誰もが利用しやすい庁舎』
屋根付きの思いやり駐車場や車寄せを設け，雪などの悪天候時
にも誰もが利用しやすい庁舎とします。また家具とサインの色
を合わせた分かりやすいデザインとして，バリアフリーだけで
なくユニバーサルデザインにも配慮します。

『住民の安心・安全を支える庁舎』
万が一の災害時にもすぐに機能するノンダウン庁舎とするため
に，電気や上下水道のライフラインの二重化を行い，初動対応
できる庁舎とします。建物の敷地についても災害時の利用方法
を想定し，マンホールトイレなどを設置します。

『環境に配慮した庁舎』
深い屋根庇を設け，周囲には積雪対策・外壁の汚れ対策となる
バルコニーを設け，西側には縦ルーバーで西日対策し，設備だ
けに頼らない自然の理にかなうデザインで，基本的な熱負荷と
ランニングコストの低減を図ります。

『住民サービスを効率よく提供できる庁舎』
中央に南北を貫く軸線を設け，複数の機能に対するゾーン分けを明確
に行い，中央部分にトイレなどの共用部を設けてコンパクトにまとめま
す。１階は窓口機能・保健福祉センター機能・大会議室，２階は執務機
能・議会機能とし，明確なゾーニングで分かりやすい庁舎とします。

『将来の変化に対応できる経済的な庁舎』
PC鋼線を用いたRC造として純ラーメンのロングスパン構造体
とし，将来のレイアウト変更にも対応し，経済的で長寿命な庁
舎とします。またイニシャルだけでなくライフサイクルコスト
を抑える視点に立った庁舎づくりを行います。

『住民参加・住民交流を促進する開かれた庁舎』
町民の交流拠点として町民ロビーに隣接したキッズルームとカ
フェスペース，大会議室と一般貸出可能なつくりの会議室を設
け，庁舎内に賑わいをつくり，住民が積極的に利用したくなる
庁舎づくりを行います。

〈建物の概要〉
構造・規模：鉄筋コンクリート造
　　　　　　地上２階建
延 床 面 積：約4,500㎡

町からのお知らせ
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あて先

バスケット
ニュース

神石
高原

〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場　政策企画課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.lg.jp

広報神石高原では，皆さまからのお便りやお
知らせ・俳句など，お待ちしております。
皆さまでこのページをご活用ください。

　２月３日に三次市で開催され
た第46回県北剣道大会へ小畠
剣道教室の子どもたちが参加し
ました。小学校高学年個人の部
で，三和小学校６年の森永和可
奈さんが準優勝しました。大会
で入賞する事を今年の目標に掲
げ頑張っています。
� （小畠剣道教室）

　3月2日，第43回広島神石高原
町友会通常総会が広島市内で開
催され，神石高原町で育ち広島
市近郊に住む会員らが大勢参加しました。総会で
は入江町長による町政報告や地域おこし研究員の
貫洞研究員による講演を聞きました。松本議長の
乾杯で始まった懇親会では，食事をしながら親

睦を深め，参加者同士でふるさ
と神石高原町の話に花を咲かせ，
楽しい一日を過ごしました。

（広島神石高原町友会）

　３月２日，地域課題や環境問題の解決策を高校
生が提案するコンテストが広島合同庁舎で開催さ
れました。油木高校の２グループが「ナマズの残
渣を利用した肥料による循環型農業案」と「IT技

術を活用した耕作放棄
地の遠隔市民農園化」
を提案し，見事「優秀
賞」「地方創生特別賞」
を受賞！おめでとうご
ざいます！

　3月5日，くるみ小学
校と豊松小学校で，サ
ンフレッチェ広島F.C
のコーチらを講師に迎
え，動きづくり教室を
行いました。児童たち
はボールを使った遊び
やサッカーの試合など
で楽しく体を動かしま
した。

小畠剣道教室剣士達，
頑張っています‼

広島神石高原町友会　総会開催

高校生ビジネスプラン・コンテスト
in 広島で油木高生が受賞

サンフレッチェ広島
　　子ども動きづくり教室

神
石
高
原
町

消
費
生
活
情
報

本
庁
で
は
毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
契
約

　

携
帯
電
話
の
契
約
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
イ
ン
フ
ラ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は「
必
要
な
い
と
断
っ
た

の
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
契
約
さ
せ
ら
れ
た
」、「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
契
約
し
た
ら
、
不
要
な
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
や
付
属
品
な
ど
の
セ
ッ
ト
商
品
で
、
支
払
い

が
高
額
だ
っ
た
」、「
契
約
し
た
が
、
そ
も
そ
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
こ
な
せ
な
い
」な
ど
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
近
年
は
高
齢
者
か
ら
の
相
談
が
目
立
ち
ま

す
。
消
費
者
が
端
末
操
作
や
料
金
プ
ラ
ン
の
内
容
を

正
し
く
理
解
で
き
ず
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
よ
う
で
す
。

　
販
売
員
か
ら
の
説
明
は
納

得
の
い
く
ま
で
求
め
、
特
に

解
約
時
や
今
後
発
生
す
る
料

金
に
つ
い
て
理
解
し
て
か
ら

契
約
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

☎
８
９
‐
３
０
８
８

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

☎
８
９
‐
３
３
３
２
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日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴 木 ク リ ニ ッ ク
☎87-0199  福　永

吉 實 ク リ ニ ッ ク
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2260）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

3月・4月の休日当番医

3

4

日

木

日

日

日

17

21

24

31

7

鈴木クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

神石高原町立病院

神石高原町立病院

4 日

日

日

月

火

14

21

28

29

30

吉實クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

吉實クリニック

神石高原町立病院

15
16

19
20

22

23

26
27
28

30

 2
3
4

5
6

9
10
11
12

13

16
17
18

19
20

23
24
25
26

27

3月

4月

3
月

4
月

平成31（2019）年 3月 4月
15 金 保育所開放 10：00〜11：00 

 （とよまつ保育所）問☎84-2132
家族関係相談 14：00〜16：00（三和共同福祉施設） 
 （要予約）問保健課 ☎89-3366

16 土 おひさま広場　わくわくあそび  
10：30〜11：30（シルトピアカレッジ図書館） 
 問おひさま広場 ☎82-2260
絵本のおはなし会 14：00〜 
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎82-2002

17 日
18 月 ミルク・母乳の授乳相談 9：00〜12：00 

（三和共同福祉施設）（要予約）問保健課 ☎89-3368
妊婦個別相談 13：30〜16：00 

（三和共同福祉施設）（要予約）問保健課 ☎89-3368
19 火 おひさま広場　おたのしみ上映会  

11：00〜11：30（シルトピアカレッジ図書館） 
 問おひさま広場 ☎82-2260

20 水 3歳児健診 13：00〜 
 （三和協働支援センター）問保健課 ☎89-3368

21 木
22 金 町内小学校卒業式
23 土 町内保育所退所式 （油木保・とよまつ保）
24 日 どんぐり幼稚園卒園式

神石高原マルシェ 10：00〜15：00（百彩館） 
 問マルシェ実行委員会 ☎82-0288
油木高校ナマズ食堂 11：00〜13：30 
 （百彩館）問百彩館 ☎82-2468

25 月 ようこそ町長室へ！ 13：30〜16：30 
 （町長室）（要予約）問政策企画課 ☎89-3351

26 火 町内保育所退所式 （いずみ保・こばたけ保・くるみ保）
27 水 おひさま広場　親子ヨガ・ピラティス  

10：30〜11：30（シルトピアカレッジ図書館） 
 問おひさま広場 ☎82-2260

28 木 赤ちゃん応援教室＆妊婦相談会 13：30〜15：30 
（三和共同福祉施設）（要予約）問保健課 ☎89-3368

29 金
30 土
31 日 椿まつり 10：30〜14：00（教西寺） 

 問教西寺椿まつり実行委員会 ☎85-2741
映画鑑賞会 14：00〜 
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎82-2002

1 月
2 火 おひさま広場　ふれあいあそび  

10：30〜11：30（シルトピアカレッジ図書館） 
 問おひさま広場 ☎82-2260

3 水 行政相談会 9：30〜11：30 
 （油木コミュニティセンター）問総務課 ☎89-3330

4 木 パパとママのためのマタニティ教室  
9：30〜11：00（三和共同福祉施設） 
 （要予約）問保健課 ☎89-3368
乳児健診 13：00〜 
 （三和協働支援センター）問保健課 ☎89-3368

5 金 保育所開放 10：00〜11：00 
 （こばたけ保育所）問☎85-2718
子育て相談 13：00〜17：00 
 （こばたけ保育所）問☎85-2718

6 土 町内保育所入所式
絵本のおはなし会 14：00〜 
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎82-2002

7 日
8 月

9 火 町内小学校入学式
町内中学校入学式
どんぐり幼稚園入園式
おひさま広場　教育資金講座  
10：30〜11：30（シルトピアカレッジ図書館） 
 問おひさま広場 ☎82-2260

10 水 油木高校入学式
保育所開放 10：00〜11：00 
 （くるみ保育所）問☎85-3329

11 木 保育所開放 10：00〜11：00 
 （油木保育所）問☎82-0906
妊産婦個別相談 13：30〜16：00 

（三和共同福祉施設）（要予約）問保健課 ☎89-3368
12 金
13 土
14 日
15 月
16 火 保育所開放 10：00〜11：00 

 （いずみ保育所）問☎87-0099
17 水
18 木 妊産婦個別相談 9：00〜12：00 

（三和共同福祉施設）（要予約）問保健課 ☎89-3368
おひさま広場　カフェたいむ 10：30〜11：30 
 （小畠交流会館）問おひさま広場 ☎82-2260
にじいろ育児相談 13：30〜15：30 

（三和協働支援センター）（要予約） 
 問保健課 ☎89-3368

19 金 保育所開放 10：00〜11：00 
 （とよまつ保育所）問☎84-2132
家族関係相談 14：00〜16：00（三和共同福祉施設） 
 （要予約）問保健課 ☎89-3366

20 土 絵本のおはなし会 14：00〜 
 （シルトピアカレッジ図書館）☎82-2002

21 日 車輪村 9：00〜15：30 
（豊松小学校グラウンド他周辺施設） 
 問町観光協会 ☎85-2201

22 月
23 火 保育所開放 10：00〜11：00 

 （こばたけ保育所）問☎85-2718
よちよち教室 10：00〜11：30 
 （小畠交流会館）（要予約）問保健課 ☎89-3368
心の健康相談 13：00〜15：00 

（三和共同福祉施設）（要予約）問保健課 ☎89-3366
子育て相談 13：00〜17：00 
 （こばたけ保育所）問☎85-2718

24 水 おひさま広場　こいのぼり制作  
10：30〜11：30（シルトピアカレッジ図書館） 
 問おひさま広場 ☎82-2260

25 木 妊産婦個別相談  
9：00〜12：00，13：30〜16：00 

（三和共同福祉施設）（要予約）問保健課 ☎89-3368
ようこそ町長室へ！ 13：30〜16：30 
 （町長室）（要予約）問政策企画課 ☎89-3351

26 金
27 土
28 日 油木高校ナマズ食堂 11：00〜13：30 

 （百彩館）問百彩館 ☎82-2468
映画鑑賞会 14：00〜 
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎82-2002

29 月
30 火

13 2019  ３月号



【お問い合わせ先】　産業課　☎89-3337

え～の～通信

器楽実習卒業演奏会寄宿舎お別れ会

英語スピーチ・レシテーションコンテスト

　１月30日，３年生器楽実習選択者による卒業演奏会が開か
れました。毎年のしめくくりに行われているこの発表会は，卒
業を前にした生徒たちの晴れの舞台です。ピアノ・キーボード・
ドラム・ギター・サックスといった多彩な楽器で，自分で選ん
だ曲をしっかりと演奏しました。「Lemon」「未来へ」などおな

　１月24日，寄宿舎で３年生
のお別れ会を開きました。例年
に比べ３年生の寮生は少なかっ
たのですが，和気あいあいとし
た雰囲気で会が進みました。

　２月13日，１，２年生の代表者による英語のコ
ンテストが開かれました。課題文を暗唱する１年
生のレシテーションコンテスト，社会問題や部活
動，将来の夢などをテーマにした自作の英作文に
よる２年生のスピーチコンテストの２部制で，ど
ちらも素晴らしいパフォーマンスが披露されまし
た。英語の発音や正確なスピーチの力と聴く人
に訴える表現力が審査のポイントです。採点に

じみのメロディを楽しんだクラスメイ
トからは「みんなたくさん練習したん
だろうな」「楽器に向かう顔はいつも
と違って見えた」との感想が聞かれ，
あたたかな称賛の拍手が音楽教室に満
ちていました。

　この３年生が旧寄宿舎と新寄宿舎を経験したこ
とのある最後の学年です。どの生徒も旧寄宿舎と
新寄宿舎とそれぞれに思い出があるようで，笑顔
で思い出を語ってくれました。今後は３年生の思
いを在校生が引き継ぎ，春には新入生をあたたか
く迎え入れたいと思います。

１，２年生学習成果発表会
　２月20日，学習成果発表会が本校体育
館で開催されました。町議会議長松本彰夫
様をはじめ多くの来賓の方々，神石高原中
学校と三和中学校の２年生にも参加してい
ただき，発表する生徒たちは緊張感を持

ちながらも堂々と学習成果を披露しました。「海外短期研修」，
１年総合的な学習「里山ウェーブ」，２年総合的な学習「インター
ンシップ体験」，産業ビジネス科「里山の農地有効利用」，ドロー
ンアカデミーと楽天ITスクールの取り組み，「神ゼミ活動」と盛
りだくさんの発表で，「現状（体験）から課題発見に繋げ，解決
の方向を実践によって探るというもので，理論的で分かりやす
かった」という高評価をいただきました。
　油木高校では，これからも地域に軸足をおいた活動を展開し，
さらに深い学びを積み重ねていきます。

あたったALTのミシェル先生
からは「RとL，BとVの発音，
アイコンタクト，笑顔がス
ピーチには重要です。みんな
よく頑張りました」との講評
をいただきました。

　３月〜５月は「春の農作業安全確認運動」の期間です。
　農業就業人口が減少する中，毎年約300件以上もの農作業死亡事故が発生しています。また，全国的に
乗用型のトラクターの事故が特に多い状況です。
　ヒヤリ，ハッとしたことはありませんか？小さなことが大きな事故につながります。予防対策をするこ
とで事故を未然に防ぎ，安全な作業を心がけましょう。

◎　作業を行なう際には十分な安全管理を行ってください。
◎　正しい機械の取り扱い，操作方法を身につけましょう。
◎　農業用機械の日常点検・定期点検に努めてください。
◎　機械の点検・整備は必ずエンジンを止めてから行いましょう。
◎　１人で作業を行なわず，２人以上で作業を行ないましょう。
◎　体調が悪いときは作業を控えてください。

　特に農業機械や重機による事故は重大な事故につながる場合が多いので，作業にあたってはまずはワン
チェック，そしてワンアクションを必ず行いましょう。

まずはワンチェック，ワンアクションで農作業安全

14広報 神石高原 No.173
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Box

図書館だより

シルトピアカレッジ図書館 ☎82-2002

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・３（土）午後２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

だ
よ
り

間もなく大賞発表！2019年本屋大賞ノミネート作品！

　2019年本屋大賞ノミネート作が発表されました！今年も力作ぞろいの候補
作の中，大賞に輝くのは一体どの作品でしょうか？
　大賞の発表は４月９日（火）。皆さんも候補作を読んで，大賞を予想してみ
てください。

SUN MON TUE WED THU FRI

* 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2019 4

24
31

23
30

April

う
つ
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
？

〜
こ
こ
ろ
の
健
康
の
維
持
〜

●
う
つ
病
に
つ
い
て

　
う
つ
病
と
は
、
こ
こ
ろ
と
体
の
不
調
が
長
く
続
き
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
し
ま
う
状
態
で
す
。
わ
け
も
な
く
気
分
が
落
ち
込
む
、
不
安
感
や
絶
望

感
に
襲
わ
れ
る
こ
こ
ろ
の
症
状
の
ほ
か
に
、
不
眠
や
食
欲
低
下
、
頭
痛
な
ど
の

症
状
が
あ
り
ま
す
。

●
苦
し
い
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う

　
不
安
な
気
持
ち
が
ず
っ
と
続
く
、
人

に
会
い
た
く
な
い
、
好
き
な
こ
と
で
も

や
る
気
が
お
き
な
い
と
い
っ
た
状
態
が

続
く
と
き
は
こ
こ
ろ
の
病
気
の
サ
イ
ン

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
ろ
の
病
気
が

疑
わ
れ
た
り
す
る
と
き
は
、
家
族
や
友

人
な
ど
信
頼
で
き
る
人
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
身
近
な
相
談
相
手
が
い
な
い

場
合
は
、
電
話
で
相
談
で
き
る
窓
口
も

あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
勇
気
を

出
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

シルトピアカレッジ図書館だよりをご存知ですか？
　図書館の特別展示のご案内や新着図書情報などを掲載した図書館だよりを月
に１度のペースで発行しています。図書館はもちろん各協働支援センター，支
所にも置いています。ぜひご活用ください。

本屋大賞ノミネート作（作家名五十音順）

『愛なき世界』� 三浦しをん
『ある男』� 平野啓一郎
『さざなみのよる』� 木皿　　泉
『そして、バトンは渡された』� 瀬尾まいこ
『熱帯』� 森見登美彦
『ひと』� 小野寺史宜
『ひとつむぎの手』� 知念実希人
『火のないところに煙は』� 芦沢　　央
『フーガはユーガ』� 伊坂幸太郎
『ベルリンは晴れているか』� 深緑　野分

神
石
高
原
町
役
場　
保
健
課
健
康
係 

☎
０
８
４
７
‐
８
９
‐
３
３
６
６

広
島
い
の
ち
の
電
話（
24
時
間
対
応
） 

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
４
３
４
３

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
24
時
間
対
応
） 

０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

お問い合わせ
保 健 課

☎89-3366
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・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

※�

住
宅
用
火
災
警
報
器
・
消
火
器
の
悪

質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
局
予
防
課

　
☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
１
９
２

●
日
時

　
４
月
25
日（
木
）

　
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
50
分

　
４
月
26
日（
金
）

　
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
55
分

●
場
所　
ま
な
び
の
館
ロ
ー
ズ
コ
ム　

●
定
員　
１
９
０
人　
※
先
着

●
申
込
期
限　
３
月
22
日（
金
）

●
お
申
し
込
み
先

　
広
島
県
消
防
設
備
協
会

　
℻
０
８
２
‐
２
４
９
‐
９
４
１
０

＊�

申
込
書
な
ど
は
日
本
防
火
・
防
災
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
局
予
防
課

　
☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
１
９
２

●
受
付
期
間

　
３
月
上
旬
か
ら
４
月
中
旬
ま
で

●
試
験
対
象

　

２
０
２
０
年
４
月
採
用
予
定
の
警
察

官（
男
女
）

●
受
験
案
内

　
受
付
期
間
中
に
広
島
県
内
の
警
察
署

や
交
番
、
駐
在
所
な
ど
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

●
詳
細
事
項

　
詳
し
い
申
込
方
法
、
受
験
資
格
、
試

験
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
警

察
ま
た
は
広
島
県
人
事
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

検 

索

　

未
使
用
の
収
入
証
紙
の
現
金
還
付
・

平
成
31
年（
２
０
１
９
）年
度
第
１
回

広
島
県
警
察
官
採
用
試
験
申
込
開
始

広
島
県
収
入
証
紙
の

買
戻
し
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

口
座
振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。
期
限
内

に
買
戻
し
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
買
戻
し
期
限　
10
月
31
日（
木
）

　
手
続
き
の
方
法
な
ど
は
広
島
県
会
計

総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

検 

索

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
会
計
管
理
部
会
計
総
務
課

　
出
納
・
シ
ス
テ
ム
管
理
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
１
１
２

　
毎
回
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪

れ
る
車
と
バ
イ
ク
の
イ
ベ
ン
ト
。
ス
ー

パ
ー
カ
ー
か
ら
旧
車
ま
で
貴
重
な
車
や

バ
イ
ク
の
展
示
、
迫
力
満
点
の
デ
モ
走

２
０
１
９
車
輪
村

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
る
時
季
で
す
。
地
域
で
身
近
に

潜
む
火
災
危
険
を
取
り
除
き
、
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

・�

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・�

寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

春
の
火
災
予
防
運
動

３月１日現在　（　）内は前月比

人口 9,056 人 （－20）
 男 4,336 人 （－11）
 女 4,720 人 （－ 9）
世帯 3,948 世帯 （－ 2）

人 口 と 世 帯

※�町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険税・第10期分

納期限　４月１日

3 月 の 納 税

暮らし広場 jinsekikogen
information
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町内の
交通事故

減らそう犯罪

２月分

４月の免許更新日は
５日（金），19 日（金）です。

�

名　
前�

（
自
治
振
興
会
）�　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
２
月
届
出
分
）

4月19日（金）でも一般・違反・初回の方の免
許更新は可能ですが，5月10日（金）に再度油
木交番で，講習を受けて頂くことになります。

（
敬
称
略
）

小お

　
畑ば

た

　
マ
サ
エ
　（
西 

油 

木
）�

97
歳

大お
お

　
上う

え

　
セ
ツ
ミ
　（
な
が
の
村
）�

91
歳

藤ふ
じ

　
井い

　
　
　
忍し

の
ぶ　（
福

永
）�

84
歳

長は

谷せ

川が
わ

　
千ち

代よ

子こ

　（
小

野
）�

89
歳

藤ふ
じ

　
山や

ま

　
か
お
り
　（
草

木
）�

48
歳

小こ

曽ぞ

根ね

　
俊し

ゅ
ん　
一い

ち

　（
福

永
）�

80
歳

土ど

　
居い

　
　
　
敬た

か
し　（
城

山
）�

91
歳

平ひ
ら

岡お
か

幸ゆ
き

已み

　（
小

畠
）�

89
歳

上う
え

　
原は

ら

　
ミ
チ
ヱ
　（
井
関
大
矢
）�

97
歳

横よ
こ

　
山や

ま

　
壽す

美み

子こ

　（
源
流
の
里
し
ん
さ
か
）�

90
歳

三み

上か
み

福ふ
く

壽と
し

　（
福

永
）�

89
歳

若わ
か

林ば
や
し

英ひ
で

利と
し

　（
　 

上 

　
）�

70
歳

○交通事故から子どもを守ろう！
　�交通ルールに不慣れな子どもたちが，幼稚園や小学校に通い始めます。保
護者は，子どもの行動や活動範囲を確認して，具体的な交通ルールや交通
マナーを実践させ，大切なお子さんを交通事故から守りましょう。

○地域ぐるみで交通事故防止
　�道路で遊ぶなど，子どもが危険な行動をしていたら注意し，正しい交通ルー
ルを教え，大人も自ら子どもの手本となるような行動をとりましょう。

○交通ルール・マナーを理解させましょう
　◦信号機に従った通行方法などを理解させましょう。
　◦道路を渡るときは，次のことを説明しましょう。
　　「立ち止まる」〜飛び出すことの危険性
　　「手を上げる」〜自身の存在をドライバーに知らせること
　　「左右の安全確認」〜車が来ていないか確認する大切さ
　　「考える」〜走らなくても安全に渡れるか，考えること
　　　　　　（※中・高学年の児童には，見えない危険「死角」があること）
　　「渡る」〜横断中も左右から車などがくる危険性があること
○ドライバーの交通事故防止ポイント
　�通学路や学校の周辺などを通行するときは，スピードを落として安全に走
行しましょう。また，子どもの飛び出しなども予測して運転しましょう。

新入園児・新入学児童の交通事故防止

運転免許更新日のご案内

行
、
ラ
イ
ブ
や
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

●
日
時　
４
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所　
豊
松
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

�（
神
石
高
原
町
下
豊
松
５
３
２
３
番
地
）

ほ
か
周
辺
施
設

●
入
場
料　
中
学
生
以
上
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
以
下
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
車
輪
村

　
☎
０
９
０
‐
１
１
８
２
‐
７
７
４
１

油
木
支
所

支
所
長　

高た
か
石い
し　
徹て
つ
朗ろ
う

油
木
支
所
で
い
ろ
ん
な
困
り

ご
と
な
ど
の
相
談
や
要
望
な
ど
を
受

け
て
い
ま
す
。
今
ま
で
福
祉
保
健
の

仕
事
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
く
、
支

所
に
来
て
こ
ん
な
に
幅
の
広
い
業
務

が
あ
る
と
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
実
感

し
ま
し
た
。

解
決
す
る
も

の
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
前
向

き
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

～減らそう犯罪�あなたが主役～　広島県警からのお知らせ

神石高原町内
事件・事故発生状況

人傷事故　1件
物損事故　9件
（内凍結積雪関連事故2件）

発生なし

交通事故0の町をめざそう！

jinsekikogen information
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皆
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
の
が
嬉
し
い
！

　

昨
年
５
月
に
豊
松
地
区
と
よ
ま
つ
プ
ラ
ザ
21
内
に
オ
ー
プ
ン

し
た
交
流
ス
ペ
ー
ス「
ち
ょ
っ
と
よ
り
ん
さ
い
」。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ
る
川
上
さ
ん
は
、
豊
松
地
区
に
住
ま

わ
れ
て
20
年
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
地

域
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
よ
り
ん
さ
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は「
情
報
交
換
も

で
き
て
楽
し
い
」と
、
川
上
さ
ん
。
近
所
の
方
や
、
ド
ラ
イ
ブ

で
来
ら
れ
る
方
、
時
に
は
開
店
を
待
つ
方
も
お
ら
れ
、
１
日
に

20
人
か
ら
30
人
の
利
用
が
あ
る
そ
う
で
す
。
買
い
物
の
つ
い
で

や
、
い
き
い
き
体
操
の
帰
り
な
ど
に
皆
さ
ん
が
ふ
ら
っ
と
立
ち

寄
ら
れ
る
、
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
茶
な
ど
と
一
緒
に
提
供
さ
れ
て
い
る「
そ
ば
か
り
ん
と
う
」

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
誰
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う
に
と
、
改

良
に
改
良
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
ち
ょ
っ
と
よ
り
ん
さ
い
は
週
に
３
日
開
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、「
ゆ
く
ゆ
く
は
毎
日
開
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」と
、

皆
さ
ん
で
検
討
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
川
上
さ
ん
は「
皆
さ

ん
が
気
楽
に
立
ち
寄
っ
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
一
番
！
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

下 豊 松 振 興 会

川
か わ

上
か み

　敏
と し

子
こ

さん

☆
親
の
願
い

元
気
で
強
く
て
優
し
い
子
に

育
っ
て
ね
。

高
たか

久
く

　蓮
れん

匠
た

朗
ろう

ちゃん（井関大矢）

神石高原町

生き活き
　　 ネットワーク

神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

No.108

２歳のおたんじょうびのお友達を紹介します。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と，大豆油インキを使用しています。
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